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在宅の高齢者の方へ 困ったときには相談を
介護に関する福祉サ ー ビスで

暮らしをお 手 伝い

自宅で暮らす高齢者世帯が、突然困 った状態になってしまっ
たとき…O たとえば 「配偶者 が突然 倒れ、身 体が不自由になっ
てしまい、自分だけでは介護がむずかしいj「ひとり暮らしだけ
れど、近ごろ身体の具合が悪< て… 」など、 いろいろなケース
があります。
区では、高齢者が安心して自宅での生活を 送れるよう、様々

なサービスを行 っています。困 ったときは、 福祉事務所や在宅
介護支援セン ターにご 相談< ださい。それぞ れのご家庭の状況
に応じたサ ービスの提供と案 内をしています。お気軽にご 利用<
ださい。

介
護
・
家
事

援
助
・
看
護

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
嶇
よ
り
、

週
3
回
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
A
さ
ん

の
身
体
を
拭
い
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
や
車
い
す
へ
の
移
動
、衣
服
着
脱
、

ま
た
昼
食
の
調
理
、
買
い
物
。
布
団
干

し
、シ
ー
ツ
の
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
間
、
妻
は
病
院
へ
も
安
心
し
て
出

か
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
週
1
回
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
看
護
婦
が
訪
問
。
看
護
や

介
護
を
し
ま
す
。

入
浴
・
食
事

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
た
め
、
月

に
2

、
3
回
送
迎
付
き
で
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
施
設
入
浴
を

し
ま
す
(
寝
た
き
り
の
方
の
場
合
は
、

自
宅
に
浴
槽
を
持
ち
込
ん
で
入
浴
す
る

巡
回
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
)
。

妻
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
昼
食

は
週
―
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
つ
く
る

ほ
か
、
週
I
回
は
、
聊
足
立
あ
い
あ
い

公
社
の
「
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
」
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
(
会
員
制
、

年
会
費
は
1
ヵ
月
2
0
0円×
月
数
、1
食

刪
円
)
。昼
食
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
も
か

な
り
楽
に
な
り
ま
す
。

住
宅
・
日
常

生
活
用
具

A
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
が
中

心
の
た
め
、
介
助
の
し
や
す
い
ベ
ッ
ド

の
貸
与
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
や
食
事

の
と
き
に
便
利
な
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ
ル

の
給
付
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
い
ま
す
。

車
い
す
の
貸
与
や
、
夜
間
使
用
に
便

利
な
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
も
給
付
し
ま

す
。ま

た
、
車
い
す
で
移
動
し
や
す
い
よ

う
、
室
内
の
段
差
解
消
、
玄
関
ス
ロ
ー

プ
、
手
す
ひ
の
設
置
な
ど
住
宅
改
造
を

行
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
や

緊
急
時

A
さ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
週
2
回
「
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
訓
練
を
行
い
ま

す
。
送
迎
と
給
食
(
―
食
槇
円
)
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
妻
が
一
時
的
に
介
護
で
き
な

い
場
合
に
は
「
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
ミ
ド

ル
ス
テ
イ
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
1
0日
以
内
、
ミ

ド
ル
ス
テ
イ
は
H
日
1
2
8日
以
内
の
短

期
的
な
施
設
入
所
で
す

※
そ
の
他
民
間
施
設
で
も
、
介
護
や
看

護
、
リ
(
ビ
リ
を
内
容
と
し
て
、3
ヵ

月
程
度
の
利
用
が
で
き
る
老
人
保
健
施

設
が
あ
り
ま
す
(
直
接
施
設
に
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
)

※
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
は
登
録
が
必
要
で

す

旧
千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

第
7
・
8
回
目
の
審
議
会
を

7
月
8
日
・
7
月
3
0日
に
開
催
予
定

第
5
回
審
議
会
は
、
5
月
2
8日
開
催
。

委
員
9
人
か
ら
の
跡
地
利
用
に
関
す
る

提
案
説
明
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
委
員
提
案
の
主
な
施
設
内
容
は
。

ホ
ー
ル
等
生
涯
学
習
施
設
、宿
泊
施
設
、

産
業
振
興
・
児
童
高
齢
者
福
祉
・
健
康

・
防
災
施
設
、
駐
車
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
。
委
員
提
案
は
、
次
回
審
議
会
で

も
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、第
6
回
は
、6
月
1
8日
開
催
。

7
月
の
審
議
会
の
開
催
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

日
時
=
7
月
8
日
㈹
・
7

月
3
0日
廁
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
開

会
予
定

場
所
=
区
役
所
中
央
館
8
階

□
審
議
会
の
傍
聴

傍
聴
券
の
配
布
―
抽
選
傍
聴
受
付
時

間
・
場
所
=
午
後
1
時
～
1
時
4
0
分
、

中
央
館
―
階
ア
ト
リ
ウ
ム

抽
選
=
午

後
1
時
4
5分
か
ら

問
先
=
企
画
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

たとえば…

受けられる福祉サービスは?

高 齢 者 世帯
A 夫妻の場合

A
さ

ん
(

満
7
0
歳
)

●
退
院
後
、
半
身
マ
ヒ
か
あ
る

●
ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
か
中
心

●
寝
た
き
り
に
近
い
状
態

畆

妻
(

満
6
7

歳
)
・

●
病
弱
で
家
事
、
介
護
か
大
変

●
週
2
回
通
院
の
た
め
、
家
を
あ
け
る

これから紹介するA 夫妻の事例は、利用できるサ
ービスのひとつの例示です。このほ創こもいろいろ
なサービスがありますので、くわしくはお問い合わ
せください。
ただし、世帯の状況 一所得によっては、受けられ

ないサービスや費用負担のあるものがあり ます。

ま ず は 相 談

表1 福祉事務所一覧

表2 在宅介護支 援センター一覧

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
(
介
護
)

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
事
務
所
(
表
1
)

総
合
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
付
け

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
、
在
宅
介
護
に
つ
い

て
電
話
(
2
4時
間
)
・
面
接
相
談
に
よ
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
一
郡
取

り
次
ぎ

今 号 の 主 な 内 容

2
・
3
面
▽
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
翳
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/
　

特
別
区
・
足
立
区
職
員
募
集
/
掲
示
板

4
・
5
面
▽
公
共
交
通
整
備
計
画
團
ま
と
ま
る
/
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
/
女
性
行
動
計
画
の
推
進
状
況

6
・
7
面
▽
年
金
教
育
ロ
ー
ン
粤
情
報
/
乳
幼
児
医
療
証
の
交
付
/
交

通
災
害
共
済
/
国
保
・
保
険
証
の
再
交
付
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

葦
立
ち

雨
水
貯
留
水
路

梅
雨
の
季
節
、
水
害
の
こ
と
や

夏
の
渇
水
等
、
雨
に
関
す
る
こ
と

が
気
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

5
月
3
0日
に
は
、
荒
川
河
川
敷

で
東
京
消
防
庁
の
総
合
水
防
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
足
立
を
語
る
に
は
水
害
の
歴

史
を
ひ
も
と
か
な
け
れ
ば
話
は
進

ま
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

足
立
区
と
水
と
は
切
ひ
離
す
こ
と

の
で
瀲
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

5
0年
前
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で

は
、
荒
川
の
水
位
が
7
.
2
Sも上
が

っ
た
こ
と
や
、
区
内
の
半
分
も
の

地
域
が
水
に
浸
っ
た
こ
と
な
ど
が

記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
床
上
床
下
浸
水
や

多
数
の
負
傷
者
を
出
す
な
ど
、
大

水
に
よ
る
被
害
が
毎
年
の
ぷ
つ
に

繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
高
潮
護
岸
や
河
川
、

排
水
場
等
の
整
備
、
下
水
道
の
普

及
に
よ
っ
て
、
被
害
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。
区
で
は
、
平
成
3
、
5

年
の
台
風
被
害
を
も
と
に
、
水

害
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
。

先
日
、
既
存
の
水
路
を
改
良
し

て
作
っ
た
雨
水
の
貯
留
施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
に
井
戸
の
ポ
ン
プ
の
絵
の
あ
る

多
目
的
貯
留
水
路
。
こ
れ
は
初
期

消
火
や
非
常
用
雑
用
水
に
も
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
桜
と
川
の
絵

の
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
方
は
、
大

雨
の
時
の
一
時
貯
留
水
路
で
す
。

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
区
民
の
皆
様
も
充
分
な
備
え

を
お
顫
い
い
た
し
ま
す
。

区
長

吉
田
万
三

◎ あだち広報は毎月5 日・15日・25B/ エクスプレ スは奇数月1 日発行 ※ 区民事務所や 駅の広報スタンドなどにも置いてあり ますので 、ご利用く ださい
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特
別
区
職
員
募
集
〔
Ⅲ
類
・
保
健
婦
(
士
)
〕

試
験
日
1
9
月
1
4
日
剛
採
用
予
定
年

月
日
-
1
0
年
4
月
1
日
以
降
職
種
お

よ
び
受
験
資
格
等
―
表
―
の
と
お
り

郵
送
申
込
期
限
1
8
月
1
5
E
消
印
有
効
　

持
参
申
込
期
限
=
▽
都
内
各
区
役
所

…
8
月
1
5
日
～
1
8
日
▽
特
別
区
人
事

委
貝
会
事
務
局
任
用
課
・
:
8
月
1
5

日
～
1
9
日
※
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
申
込
書
類
配
布

―
当
区
役
所
ほ
か
都
内
各
区
役
所

ま
た
は
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
申
・
問
先
―
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
〒
1
0
2

千
代
田
区
九
段
北
1
1
1
1
4

酋
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
～
9

□
特
別
区
職
員
採
用
説
明
会
(
Ⅲ

類
-
保
健
婦
、
特
別
区
人
事
委
員

会
主
催
)

日
時
1
8
月
1
5窗
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0
分
場
所
―
特
別
区

職
貝
研
修
所
(
江
東
区
塩
浜
2
1
2
2
-
1
0
)

対
象
―
採
用
試
験
受
験
希
望
者

内
容
―
各
区
の
特
色
等

問
先
=
職
員

課
人
亊
係

酋
(
3
8
8
)
5
1
1
1

㈹

表1 職種およ び受験資 格等

● 表中の「若干名」とは5 人未満を意味します

足
立
区
職
員
募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る
明

る
く
元
気
な
人
材
を
募
集
し
家
す
。

試
験
日
1
8
月
2
4日
旧

職
種
・
受
験

資
格
等
=
H
K
の̂
と
お
り

申
込
方
法

―
所
定
の
選
考
申
込
S
を
持
参
又
は
郵

送
(
簡
易
書
留
に
限
る
)

持
一
y受
付

期
間
1
6
月
2
0
日
～
8
月
4
日
受
付

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

申
込
期
限
=
8

月
4
日
の
消
印
有
効

申
・
問
先
=
職

員
課
人
事
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2

●いずれも地方公務彌法第16条の第1 号力ら第5 号に該当して
いない方

平
成
9
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
9人
、高
齢
者
叙
勲
で
1
人
が
受
章

平
虞
9

年
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受

章
者
が
発
表
さ
れ

、区
関
係
で
1
9
人

、2

月
の
高
齡
者
叙
勲
で
よ

の
方
が

晴
れ
て
受
章
さ
れ
黔
レ
だ

。

区
で
は
6

月
2
3
B
に
叙
勲
・
褒
章

の
受
章
者
を
招
き

、
永
年
に
わ
た
る

社
会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し

、
祝

福
し
ま
し
た

。

今
回
の
受
章
者
は

、

次
の
方
々
で
す

。(
敬
称
略
)

A
叙
勲
受
章
者
v
▽
勲
一
等
旭
日

大
綬
章
・・・
鯨
岡
兵
輔
(
8
1
歳
)

▽
勲

四
等
旭
日
小
綬
章
…
荒
川
宣
夫
(
7
1

歳
)

▽
勲
四
等
瑞
宝
章
…
三
輪
貞

治
(
7
2
歳
)

▽
勲
五
等
双
光
旭
日

章
・
:
稲
森
稔
(
7
0
歳
)

・
八
田
正
和

(
7
0歳
)

・
膺
川
和
一
(
7
1
歳
)

▽
勲
五
等
瑞
宝
章
・
:
大
出
保
子
　
(
7
1

歳
)
・
中
村
明
(
7
6
歳
)

▽

勲
六
等
単
光
旭
日
章
・・・
神
崎
金
三

(
7
4歳
)

▽
I
(

等
瑞
宝
章
…
岩

佐
和
夫
(
6
9
歳
)

・
大
津
高
治
(
7
3

歳
)
・
岡
田
實
(
6
9
歳
)

・
貝
塚
義

行
(
7
4
歳
)

・
佐
藤
保
(

£
歳
)

・

前
原
源
吉
(
7
0
歳
)

▽
勲
七
等
青
色

桐
葉
章
・
:
山
崎
才
松
(
1
'
歳
)

▽

勲
七
等
宝
冠
章
…
久
保
浪
子
(
6
1
歳
)
A

高
齢
者
叙
勲
受
一

者
v

▽
勲
五

等
瑞
宝
章
…
赤
岡
将
尊
(
8
8
歳
)
　
A

褒
章
受
章
者
v

▽
黄
綬
褒
章

…
北
橋
幸
雄
(
7
7
歳
)

▽
藍
綬
褒

章
…
中
川
外
行
(
6
0
歳
)

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

2
0
世
紀
最
後
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
、あ
と
s
日
あ
ま
a
g
矼
つ
い
て

き
ま
し
た
。ま
た
、
「ふ
れ
あ
い
と
感

動
」の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、あ
と
s

日
(
6
月
2
8日
時
点
)
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
会
場
と
な
る
友
好
都
市
山
ノ
内
町

志
賀
高
原
で
は
、大
会
の

現
地
本
部
と
な
る
、志
賀

高
原
総
合
会
館
9
8
(
連
池
)

l
t
成
し
ま
し
た
。ま
た
、

高
速
道
路
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
道
路
匐
一
蝉
し
、東
京

か
ら
の
交
通
の
便
も
格
段

に
良
く
な
り
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
待
つ
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
夏
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
、山
ノ
内
町
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱
気
が

あ
ふ
れ
て
い
ホ
y
。

夏
休
み
に
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
前
の
イ
ベ
ン
ト
や
競

瑟

場
応

酲

ぴ
1

植
物
観
察
・
(
イ
キ
ン
グ

な
ど
に
山
ノ
内
町
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。(宿
泊

に
A
Y
A
カ
ー
ド
を
利
用

す
る
と
お
得
で
す
)

▽
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
情
報
・・・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
ポ

ス
タ
ー
販
充
中

、
配
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
設
置
募
集
中

▽
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
情
報
・
:
前
売
入
場
券
の
発
売
中

間
先
―
都
市
提
携
担
当

霤
(
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹

パラリンピ ック
シンボルマーク

オリンピック
シンボルマーク

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー ション

9 ・10月分の
利用案内

申
し
込
み
は
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
賣
)

で
受
け
付
け
ま
す
。申
込
―
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限

り
ま
す
)
期
間
=
7
月
1
日
～
1
0
日

必
着
(
抽
選
結
果
を
'
に月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、
8
月
1
4

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
)空

き
室
の
利
用

□
9
・
1
0月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
l
金
曜
日
(
今
回
は
8
月
1
5

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
6
・
了
・
8
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
奮
s
茗

と
彳
ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
ひ
李
T
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利用案内9 ・10月利 用分

※ 公社施設で すでに購入斉み の宿泊施設抽 選申し 込みカード( 専用ハガ キ) に は「鮑爾目 然の冢」の 表ホガ尽いものZ7 面り 豕7Z7 、便兩 でき豕可。 胞
設名欄に「鋸爾自然の家」と配入し、申し込んでください。
利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
「那須・森の家」へは直通バスも遭行しています。公社窓口へお問い合わせください

● コミュニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間=①～○ は午前9時～午後8時、○ は午前10時～午後6畤( 毎週月鼈日休館)
@は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)

鋸南自然の衣
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健康カレンダー 7 月の予定 食

と

健

康

教

室

□
ほ
ど
よ
く
ス
リ
ム
に
健
康
に
!
(
2

日
制
)

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
`
¥
か
し
い
・
や
せ

て
も
す
1

九
に
も
ど
っ
て
し
客
フ
と
い

う
方
の
た
め
の
「
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

を
い
っ
し
ょ
に
学
ぴ
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7
月
9
日
Ⅲ
・
1
6
日
廁
、
午

後
L
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
食
品
選
ぴ
と
運
励

宍
用
―
無
料

定
員
=
3
0人

申
込

=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

□「
骨
を
丈
夫
に
す
る
食
生
活
の
エ
夫
」

上
手
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
い
、
効
率

よ
く
骨
に
取
り
入
れ
て
、
楽
し
い
暮
ら

し
を
い
つ
ま
で
も
!

日
時
1
7
月
8

日
㈹
・
1
8日
窗
、
午
後
F
時
3
0分
1
3

時
3
0分

対
象
=
骨
粗
し
ょ
う
足
の
気

に
な
る
方

内
容
―
▽
カ
ル
シ
ウ
ム
を

上
手
に
取
り
入
れ
る
食
品
の
選
び
方

▽
1
日
に
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ

い
か
効
率
よ
く
取
り
入
れ
る
暮
ら
し
の

ポ
イ
ン
ト
▽
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操

定
S
1
3
0人
(
先
着
順
)
S

用
―
無
料

申
込
=
電
話
予
約

場

・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

精
神
保
健
区
民
講
座

「
精
神
保
健
福
祉
の
仲
間
づ
く
り
」

日
時
=
*
-
n
S
S
n
3
'午後
F
時
叩
分
～
4

時
(
受
付
は
1
時
)

場
所
I
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
、
第
1
研
修
室

対
象
=

区
民

内
容
―
精
神
保
健
福
祉
分
野
で

活
躍
中
の
区
内
外
の
団
体
の
活
動
の
紹

介
と
、
交
流

講
師
―
精
神
障
害
当
事

者
グ
ル
ー
プ
「
虹
の
会
」
副
会
長
・
酒

巻
京
子
氏
、東
京
足
立
痢
院
家
族
会
「
つ

ぱ
さ
会
」会
長
・
豊
田
種
氏
、「
江
北
作

業
所
」
指
導
員
・
森
口
芳
樹
氏
、
健
康

づ
く
り
推
進
委
貝
・
志
村
操
子
氏

定

員
1
5
0人
程
度

一
用
=
無
料

申
込

―
直
接
窓
口

申
・
問
先
L
足
立
作
業

馴
練
所
S
(
3
8
8
0
)
5
4
5
4

痴
呆
高
齢
者
家
族
会
へ
の
お
誘
い

痴
呆
高
齢
者
を
卻
蛋
豪
族
の
方
が

日
頃
の
悩
み
を
持
摯
6
、み
ん
な
で

介
霞
の
方
法
な
ど
を
鴦
え
て
い
`
ヂ
。

ご
本
人
も
ご
I
緒
に
ご
つ
ぞ

日
時
―

毎
月
第
L
木
曜
日
、午
後
登
時
～
t
時

場
・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
相
談

所

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

明
夕
芫
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
毎
I
表
3
の
と
お
り
S

用
=
無

料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表3 住区健 唐フェ スティ バル7 月の日 程

狂犬病
予防注射済票

交付手数料
の 改定

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
苹
敷

料
が
、7
月
1
日
よ
り
表
4
の
通
り
に

変
更
に
な
n
ま
す
。

問
先
1
千
庄
保

飃
所
衛
生
指
導
課

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4 交付手数料改定表

7月 の献血

問先=東京東赤十字匳液センター**5682 ―2801　　

区役所保健予防系 酋3880- 5111 ㈹

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル・

ビ
デ
オ
展
作
品
募
集

区
民
の
皆
さ
ん
に
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

広
く
考
え
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
エ
イ
ズ

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
ビ
デ
オ

展
を
行
い
嫐
T
。「
エ
イ
ズ
を
と
も
に
考

え
ぷ
つ
」
と
い
う
内
容
で
し
た
ら
。
ど

の
ぶ
つ
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
ユ
ニ

ー
ク
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
に
つ
い

て
は
、
後
日
表
彰
し
ま
す
。

□
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

規
格―
大
聲
?
・
四
ツ
切
ひ
大
(
5
4
`

X
3
8″
)
縦
方
向
の
み

色
彩
・
図
柄

・
:自
由

※
蠢

霎
必
ず
記
入

標
語
I
(
1
)

も
っ
と
話
そ
う
よ
、
エ
イ
ズ
の
こ

と
(
2
)い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
、
エ
イ

ズ
の
こ
と
(
3
)
H
I
V
/
A
I
D
S
　
(

エ
イ
ズ
)
と
も
に
生
き
る
た
め
に

□
ビ
デ
オ
贋
(
作
品
は
1
0分
以
内
)
　
　

-

い
ず
れ
も
卜

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

申
込
―
事
前
に
所
定
の
申
込
魯
ま

た
は
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
ポ
ス
タ
ー
ま
た
は
ビ
デ
オ

の
別
を
明
記
し
郵
送

期
限
1
9
月
3
0

日

申
・
問
先
―
足
立
保
健
所
・
業
務

係

〒
Ⅲ
西
竹
の
塚
2
-
1
2
1
8

眥
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
1
)

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
は
、
身
分
制
度
の
歴
史
を
知
る

必
要
が
あ
2

チ

。

戦
国
時
代
、
支
配
者
で
あ
る
戦
国

大
名
に
と
っ
て
、
自
分
の
立
場
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
、
民
衆
の
大
部
分

を
占
め
る
農
民
を
、
ど
の
ぷ
つ
に
支

配
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

農
民
か
ら
支
配
権
力
の
座
に
つ
い

た
豊
臣
秀
吉
は
、
民
衆
の
力
を
知
り

す
謇
ほ

ど
知
っ
て
い
た
の
で
T

。

そ
こ
で
、
農
民
の
力
を
も
ぎ
と
り
、

完
全
に
支
配
す
る
た
め
に
、ま
ず
「
刀

狩
り
ぞ
大
衆
の
武
器
を
取
ひ
上
げ
。

「
検
地
」
に
よ
っ
て
農
民
を
田
畑
に

縛
り
つ
け
ま
し
た
。

刀
狩
り
や
検
地
は
、
農
民
か
ら
武

器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

武
士
と
農
民
と
を
分
離
さ
せ

、
そ
の

身
分
を
固
定
化
す
る
目
的
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
う

し
た
政
策
が
、
江
戸
時
代
に

な
り
徳
川
幕
府
の
民
衆
支
配
の
必
要

か
ら
、「
身
分
制
度
」
と
し
て
確
立
さ

れ
て
い
く
の
で
す

。

徳
川
幕
府
が
、
全
人
口
の
7
%

し

か
な
い
武
士
階
級
を
も
っ
て

、
圧
倒

的
多
数
で

あ
る
民
衆
を
支
配
で
き
た

の
は

、
武
力
を
独
占
し
て
い
た
こ
と

で
す

。

こ
の
武
力
を
も
と
に

、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
法
律
を
つ
く
り
ま
し
た

。

そ
の
な
か
で

、
強
力
に
す
す
め
ら

れ
た
の
が

「
士
・
晨
・
エ
・
商

」
と

い
わ
れ
る
身
分
制
度
で
す

。

O
問
い
合
わ
せ
は

。同
和
対
策
衵
碼
一
へ

掲
示
板

□
足
立
工
業
高
等
学
校

「
パ
ソ
コ
ン

講
座
」

日
時
=
9
月
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日
の
土

曜
3
回
、
午
後
F
時
～
6
時
内
容
I

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
繰
作
か
ら
ワ
ー
プ
ロ

で
の
文
章
作
成
ま
で
定
員
1
3
0
人
s

用
I
無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、氏
名
、年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
パ
ソ
コ
ン
の
経
験
の
有
無

を
明
記

期
限
1
7

月
2
2日
㈹
必
着

(抽
選
)

場
・
申
・
問
先
L
足
立
工

業
高
等
学
校

〒
1
2
3
西
新
#
4
1
3
0
-
1

酋
(
3
8
9
9
)
1
1
9
6

□
青
井
高
校

公
闘
爾
座
「
身
近
な
英

語
お
よ
び
英
字
新
聞
を
や
さ
し
く
読

む
」

日
時
-
7
月
3
0
日
・
3
1
日
・
8
月
―

日
、
4
日
・
5
日
・
6
日
・
7
日
全
`
」

回
、
午
前
1
0時
1
1
2時

※
8
月
7
日

は
9
時
1
1
2時

内
容
-
日
常
の
中
か

ら
英
蔚
を
学
習
し
、
英
字
新
聞
を
睨
む

こ
と
に
よ
り
楽
し
く
学
ぶ

定
員
1
2
0

人
s

用
―
無
料

申
込
L
往
復
(
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、一
話
番
号
を
明
配

期
限
=
f
-

月
1
4日
卯
必
着
(
抽
選
)

場
・
申
・

問
先
=
青
井
高
等
学
校

〒
a
青
#
1
1
7
-
3
5

魯
(
3
8
4
8
)
2
7
8
1

□ 入時短講座王子労政事務所日時- 7月9日・14日・16日、午後6時30分～8時30分場所一北千住ルミネ7階( ウィズサロン) 内容一労働時間短縮を
4蚩5tするために必蓍 な基礎知識・対策を 解説し ます 定員=100 人 費用一無料 申 込一電 話 申・問先= 王子労政 事務所、労働敵育係a3900 ―C117
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利便性・快適性の高い

公共交通ネットワーク都市をめざして
公共交通整備計画( 案) まとまる 現在、日 事里・舎人繚は平威15年度、また、常● 新楾は17 年庚の開集をめざして、翁々

と事業が進められています。こ の丙新組の翩寨により、区内の交通環境は大きく変化する

ものと毒えられます。
区では、阿新繍開業以降の利便性・快適性の高t 公ゝ爽交通ネットワークの髟廐を目的と

した公共交通整備基本計画の爾走をめざして。平成5 年度から、調査・機劃を進めてきま

した。このほどその計画案がまとまりましたので、概要をお知らせします。

公
共
交
通
整
備
基
本
計
画
(案
)

こ
の
計
画
は
、区
第
三
次
基
本
計
画
奄
踏
ま
え
、
※
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
都
市
の
形
成
に
向
け
た
公
共

交
通
機
関
の
整
備
促
進
の
基
本
的
な
あ
り
方
と
整
傭
の
方
針
を
示
す
基
本
プ
ラ
ン
と
な
り
ま
す
。

計画の基本視点・基本方針

施 策の体 系

計画は段階的に整備

※ ネ ッ ト ワ ー ク 都 市・・・魅 力 あ る 発 展 を 引 き 出 す た め に 、ひ と ・情 報 が 交 流 す る こ と が で き る 都 市

鉄
道

新

線

の

整

備

鉄
道
利
用
不
便
地
域
の
大
幅
縮
小
を
め
ざ
す

鉄
道
新
線
の
必
要
性

・

鉄
道
利
用
不
便
地
域
の
解
消

日

暮
里
・
舎
人
線

、
常
磐
新
緑
の
開

業
に
よ
り

、
区
内
の
鉄
道
利
用
不
便
地

域
の
面
積
は
、現
在
の
区
令
床
面
積
の

約
1
分
の
L
か
ら
約
1
分
の
I
弱
に
縮

小
し
零
y
が
、さ
ら
に
新
た
な
新
緑
導

入

等
に
よ
り
こ
れ
黔
葯
a

分
の
L

程
度

に
縮
小
し
て
い

く
こ
と
を
め

ぎ
し

ま

す

。

・

環

状
方
向
の
鉄
遭
路
繚
を

現
在
の
鉄
道
路
線
は

都
心
方
向
へ

の

放
射
状
路
線
で

、
環
状
(
東
西
)

方
向

の

路
願
網
が
あ
り
ま
せ
ん

。こ
の
た
め

、

新
宿
等
の
西
側
副
都
心
や
東
側
臨
厩
部

等
へ

の
利
便
性

が
低
く
な
っ
て
い

ま

す
。
足
立
区
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
都
市
づ

く
り
冴
穫
進
し
て
い

く
た
め

、
爾
状
方

向
の
鉄
道
路
蹄
の

整
備
を
め

ざ
し

ま

す

。

優
先
整
備
す
べ
き
鉄
道
路
線

図
1
の
と
お
り
「環
状
7
号
線
へ
の

映
遭
新
線
(
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
と
地
下

鉄
8
号
線
の
亀
有
以
北
へ
の
延
怦
」を

今
後
優
先
し
て
促
進
i
図
る
鉄
遭
路
線

怠
`
置
付
け
ま
し
た
。こ
れ
は
、区
第
三

次
基
本
計
画
の
鉄
道
等
の

各
檮
想
路
線

に
つ
い
て

、整
備
効
果

、導
入
空
間
確
保

の
可
能

性
、
実
現
可
能
性
等
の
視
点
か

ら
総
合
的
に
評
価
し
た
も
の
で
す

。

竹
ノ
塚
I

池
袋
線
は

、
今

後
、
都
お

よ
び
関
係
区
等
の
動
向
を
み

な
が
ら
奥

萬
性
な
ど
を

儕
討
し
て
い
幸

琢
す
。

△ 常磐新線のトンネル工事( 西綾瀬)

■ 図1　鉄道整備・構想路線■

バ
ス
路
線
網
の
再
編機

能

充

実

と

生

活

密

着

化

接
近
性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

・

新
緑
開
業
時
の
再
輿

現
行
の
バ
ス
路
線
網
は
、
長
い
期
間

を
か
け
て
黙
臈
さ
れ
た
現
時
点
で
9
`

成
形
と
い
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
2
つ
の

鉄
道
新
線
開
業
時
に
は
、
競
合
す
る
一

都
路
線
の
廃
止
や
主
要
新
駅
へ
の
結
節

な
ど
。
小
規
模
な
再
編
と
し
本
y
。
個
々

の
路
線
の
変
更

等
は
、今
後
、交
通
事
良

者
と
協
巌
し

な
が
5
進
め
ま
す
。

・

長
期
的
将
来
に
お
け
る
再
編

都
市
計
画
道
路
や
駅
前
広
鳩
等
、
遭

路
交
通
環
境
の

改
善
に
合
わ
せ
、
よ

り

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

ー
(
接
近
性
)
の

高
い

交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き

ま

す

。
具
体
的
に
は

、
次
の
と
お
り
バ
ス

の
階
層
化
奎
図
る
よ
う
(

図
冫
番
照
)

、

各
関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す

。

バ
ス
路
線
の階

層
化

路
線
バ
ス
の
機
能
は
、こ
れ
ま
で
、

主
に
鉄
遭
哂
こ
生
活
拠
点
萱
`
ぷ
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
が

、
多
様
化
す
る
交
通

ニ

ー
ズ
や
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て

、

今
後
は
、
生
活
拠
点
問
の
連
絡
や
郡
市

内
の
面
的
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
新

た
な
機
能
も
付
け
加
え
て
い
齊
承

す
。

○
幹
縷
系
バ
ス
路
繚
の
聾
備

主
に
通
勤
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
対
応

路
線
で
は
、
運
行
回
数
の
増
や
高
速
化

▽
高
速
性
、
定
時
性
の
向
t
・
・
バ
ス
専

用
レ

ー
ン
股
置
(

時
間
規
制
)

や
主
要

交
差
点
で
の
バ
ス
邏
行
の
優
先
化
な
ど

▽
利

便
性

、
快
適

性
の

向
上
・・・
バ
ス

停
留
所
に
つ
い
て
は

、
駐
輪
場
の
設
置

や
運
行
ア
ッ
プ
の
た
め
の
停
留
所
の
再

配
置

、
待
合
所
の
屋
根

、
バ
ス
接
近

表

示
設
置
な
ど

@
支
轢
系
バ
ス
路
曚
の
整
備

日
中
・
休
日
の
バ
ス
需
要
の
大
喪
呑

や
利
用
特
性
(
利
用
時
閭

、
利
用
目
的

等
)
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
行

7
時
間
帯
お
よ
び
休
日
等
に
芻
7
?
y

I
ト
変
更
・・
-翼
い
勧

、
通
院
等
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る

▽
ダ
イ
ヤ
面
の
工
夫
・・・
時
刻
表
の
パ
タ

ー
ン
化

、
早
朝
・
深
夜
運
行
拡
充

@
循
環
系
路
繍
の
整
備

道
矚
が
狹
い
地
域
拠
点
周
辺
等
の
面

的
交
通
需
要
等
に
対
応
す
る
循
環
型
あ

る
い

は
短
距
曜
輸
送
型
の

路
願

。
対
象

地
区

、
時
期

、運
行
方
法
等
に
つ
い
て

。

今
後

、
調
査
・
倹
討
し
て
い
き
ま
す

。

■ 図2　バスの階層化のイメージ■

図1 、 図2 の 驚 磐 斬 蹄 、

日 ● 里 ・§ 人 母 の 駅g

に つい て はい ずれ も 仮

称 で す

交
通
結
節
点
(
駅
な
ど
)の
整
備

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
高
め
ま
す

・

区
内
拠
点
駅
の
駅
前
広
鳩
肇

備

▽
既
設
駅
の
駅
前
広
場

整
傭

北
千
住
、
西
新
井
、
竹
の
罹
旭
区
に

つ
い
て
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
と

一
体
的
に
進
め
、
地
域
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
交
通
環

境
を
整
爾
し
て
い

き
ま

す
。

▽
鉄
遭
新
緑
駅
の
駅
前
広
場

整
備

駅
乗

降
客
数
の
規
模
と
バ
ス
の
乗
り

入
れ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
計
画
し
、
奥
効
畦

の
高
い
手
法
に
よ
ひ
段
階
的
に
整
備
し

て
い
`
{
ま
す
。

}
鉄
道
駅
施
般
等
の
充
実
化

交
通
事
業
者
、
道
略
管
理
者
等
と
S

巣
し
、
妖
道
駅

施
設
等
の
充
実
化
受
凶

り
、
使
い
や
す
さ
や
快
適
性
の
ほ
か
高

齢
者
・
身
陣
者
に
や
さ
し
い
施
設
。
わ

か
り
や
す
い

標
示
等
に
配
慮
し
て
い
き

ポ
チ

。

▽
例
・・
-エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の

設
置
/

駅
周
辺
案
内
図
/

身
阻

者
ト
イ
レ

・
券
売
機
の
設
置
等

圏
駐
鴨
・
畦
車
場
の
整
備
促
進

▽
駐
岫
協
・・・
駅

ご
と
に
整
備
目
標
置

を

設
定
。
公
共
・
民
間
の
畦
輪
場
を
計
画

的
に
幣
臠
し
て
い
孝

豕
歹
。

▽
畦
車
場
・・
i地
区

ご
と
に
整
備
目
標
一

を
設
定
。
公
共

・
民
間
・
公
民
合
併
な

ど
広
い
視
点
で

、
総
合
的
に
整
備
し
て

い
倉
罍

す
。

交
通
政
策
の
導
入
・
促
進

ソ
フ
ト
対
策
も
キ
メ
細
か
く

利
用
者
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
鉄
道
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
事
業
者
は

皆
、厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、自
動
車
交
通
皿
の
増
加
は
、大

気
汚
染
や
慢
性
的
交
通
渋
滞
、交
通
事

故
多
発
等
の
社
命
問
題
の
原
因
と
な
っ

て
い
本
y
。こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に

は

、
公
共
交
通
の

充
実
が
必
要
で

す

。

・

交
通
S

業
の

経
営
改
善
お
よ
び
輿
境

対
策滯

輸
行
政
の

規
制
緩
和
に
よ
る
民
間

活
力
の
4

入
や
自
動
車
交
通
一

抑
制
策

な
ど

、
新
た
な
交
通

政
策
導
入
を
国
や

都
に
要
請
し
て

い
孝
豕

罵

・

公
共
交
通
の
利
用
促
迦

交
通
案
内
壻
報
の

充
実

、
壥
貫
収
受

シ
ス
テ
ム
等
の
改
魯

、
バ
ス
の
低
床
化

等
に
つ
い
て

、
交
通

事
業
者
に
要
請
し

て
い
瘴
乖
チ

。

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に

こ
の
計
面
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
区
民
-
人
ひ
と
り
の
積
標
的
か
つ
主
体
的
な
参
画
か
必
要

で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
交
通
計
画
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

7
月
6

日
は
投
票
日
で
す

～
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
～

投
票
で
き
る
方

今
回
の

東
京
都
議
会

議
貝
選
挙
で

は

、
登
録
す
る
た
め
の
基
準
日
(

平
成
9

年
l
月
2
6
日
)

に
次
の
条
件
す
べ
て

を
零
入
て
い
る
方
が
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
李
す

。

対
象
一

日
本
国
民
で

あ
る
/

年
齢
満
加
歳
以

卜
で

あ
る
(

昭

和
5
2
年
7

月
7

日
ま
で
に
生
ま

れ
た

方
)
/

足

立
区
に
住
民
登
録
を
し
て
か

ら
登
録
基
準
日
ま
で

に

、3
ヵ
月
以
上

引
痙

啻

昼

ん
で
い
る
(
3

月
2
6
日
以

聊

粐
ら
足

立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
)

不

在

者

投

票

投
票
日
当
日

、投
票
所
に

い
け
な
い
方
の
た
め

次
の
ぷ
7

な
理
由
に
よ
ひ
投
票
日
に

投
票
所
へ
行
け
な
い
場

合
は
投
票
日
の

前
に
投
票
(

不
在
者
投
票
)

か
で
き
ま

す

。

対
象
=

投
票
β

に

、
投
票
区
の

区
域
外
で
職
務
や
某
穆
に
徒
事
す
る
方
/

役
票
日
に

。
や
む
を
得
な
い
用
務
で

区
外
に
旅
行
中
・
膊
在
中
の
方
/

病
気

・
妊
娠
・
身
体
の
障
害
等
の
た
め

、
投

票
日
当
日
に
歩
く
こ
と

が
困
難
な
方
/

都
内
に
転
出
し
ア
巡

立
区
に
投
票
資
格

の

あ
る
方
(

新
住
所
地
の
選
挙
人
名
篇

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
投
票
で
煮
ま

せ

ん
)

※
都
内
転
出
さ
れ
た
方
は
「
引

き
続
き
都
内
に
住
ん
で
い
る

証
明
S

」

(
新
住
所
地
の
区
役
所
等
で

発
行
す
る

住
民
票
等
)

が
必
要
に
な
り
李
罵

不
在
者
投
票
の
方
法

・

足
立
区
の

窓
口
で
の
投
票

不
在
者
投
票
受
付
期
間
中
に
印
鑑
と

入
場
整
理
劵
(
届
い
て
い
る
場
合
)
を

右

下
表
の
受
付
婦
所
に
持
参
し
て

く
だ

さ

い

。
不
在
に

な
る
理
由
等
盒

皿
誓
書
兼

申
請
S

に
記
入
し
て
い
た
だ
書
東

司

圈
滞
在
地
(

新
住
所
地
)
の
選

挙
管
理

委
I

会
で
の

投
票

投
票
用
紙
の
請
求
方
法
{
¥
順
は
、

左
図
(
他
区
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票
)

の
と
お
り
で
y
。

な
お
、投
票
怏
投
票
用
紙
等
は
足
立

区
に
送
付
さ
れ
奎
ふ
、投
票
日
に
投

票
所
に
到
魯
し
な
け
れ
ぱ
無
効
に
な
り

宋
裏
¥
卓
め
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

一

病
眺
等

、
拓
定
施
般
で
の
枠
禦

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
施
設
が
不

在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
に
指
定
さ
れ

て
い
れ
ば
、そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
李
y
。指
定
さ
れ
て
い
る
か

ご
p

か
は

、
施
設
の
事
筋
担
当
者
等
に

確
露
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

不在者投票受付場所

※いずれも時間は、
午前8時30分～午後5時

他区 市町村での不在者投票

※ 1
以7F の こ と をもn な< 用 臘に 配入 し て 謨

衷し てく ださ い( 郵 送 可)
一 一

● 「私 は、 次の 理由 により 、 甼成9 年7 月6　

皿

投鷽 炳へl i う て投 票・ ること がでe 尊い 蜀

込ゐ で11。

呀 匕l 濕 がs 実 に相 違尊い こと を 懦もゝ

投 票用紙 を謫 求し ま畩。J

● 膕黛 年月日

● 氏名( ● すl 隰 を 押4 こ と)

● 生年月 日

● 僅91

● 住所 【足 立区 】

● 不在 期間 【甼 威○ 年○ 月oe がらs卩癘 ○ 年

o 月○ 日 まで 】

● 不在 理由( 仕 事a 榻き は輿 業も)
一 一 一 一

選
挙
公
報
は
い
つ
配
布
さ
れ
る
の
?

候
補
者
の
政
策
や
経
歴
の
載
っ
た
選

挙
公
報
は
、7
月
2
日
ご
ろ
、新
聞
折

り
込
み
(
朝
日
・
樗
?
東
京
・
日
経

・
毎
日
・
読
兇
)
で
お
届
け
し
本
y
。

そ
の
ほ
か
に

、
駅
等
Ⅲ
ヵ
所
に
公
報
ス

タ
ン
ド
を
設
漱
し
零

罵

問
い
合
わ
せ
先

選
挙

管

理
委

員

会

事

務

局

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

推
進
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
二
次
足

立
区
女
性
行
動
計
画
(
改
訂
版
)

計
画

期
間
を
平
鳴
8

年
度
か
ら
1
2
年

度
ま
で
と
す
る

、
第
一
灰

足
立
区
女
性

行
励

計
画
(

改
訂
版
)

は

、8

年
1
月

に
策
定
さ
れ

、
今
年
で
2

年
目
を
廼

え

ま
し
た

。
計
画
の
推
進
に
は

、
区
長
を

本
部
長
y
芬
ゑ
忌

立
区
女
性
行
励
計
画

推
進
本
部
を
設
犀
し

、
奥
現
に
努
め
て

い
ま
す

。

そ
こ
で

。
区
民
の
皆
さ
ん
に
昨
年
度

の
主
な
推
進
状
況
に
つ

い
て
お

知
ら
せ

し
嫐
す

。
く
わ
し
く
は
実
施
細
目
(
8

月
下

旬
発
刊
予
定
)

で
公
開
し
ま

す
。

問
先
0
女
性
聡
合
セ
ン

タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

( 1)平成8 年 度事業実施状況

( 2)男女 共 生 の ま ちづ く り 重 点プ ラ ン 事 業 実 施 状況
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

年

金

障
害
・
遺
族
基
礎
(旧
母
子
)年
金

を
受
け
て
い
る
方
へ

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

次
の
方
へ
「
現
況
届
」
の
用
紙
(
(
ガ

キ
形
式
)
を
6
月
末
日
に
郵
送
し
嫐
y
。

対
象
a

陣
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)

年
金
を
受
け
て
い
て

、
次
に
該
当
す
る

方
・・・
2
0歳
前
の
男
気
や
ヶ
ガ
に
よ
る
障

客
基
礎
年
金
の
受
給
者
/

福
祉
年
金
か

ら
切
り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
命
芭

遺
族
基
礎
(

旧
母
子
)

年
金
の
受
給
者

申
請
I
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
う

え
、
近
く
の
区
民
事
務
所
で
証
明
を
受

け
て
、
国
民
年
金
課
給
付
係
へ
郵
送

期
限
=
7
月
3
1
日
※
な
お
、
同
時
に
　

「
所
得
審
査
」
も
行
わ
れ
求
y
の
で
、

所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
前
年
分
(
8

年
中
)
の
所
得
に
つ
い
て
区
民
税
の
申

告
壹
{
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
(
1

月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
)

問
先
l
給
付
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
{
一
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
7
月
2
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
北
館
2

階
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
推
進
係

※
厚
生
年
金
の
個
人
的
な
相
談
は
、
資

料
が
な
い
た
め
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

足
立
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
―
足
立
社
会
保
険

亊
務
所

魯
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1
　
(

月
曜
日
卜
金
曜
日
の
午
前
1
時
～
正

午
、
午
後
L
時
～
4
時
3
0分
)

納
税
は
6
月
3
0日
ま
で
に

9
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
L
期
分
の
納
期
限
は
、
6
月
3
0

日
で
す
。早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び

区
役
所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
納

税
第
丁

第
二
係

豊
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
を
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
レ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加

入
=
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
、
会
社
な
ど
を
や
め
て
厚
生
年
金
等

の
資
格
を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
方
、
自
営
業
に
な
っ
た
方
は
、
S
民

年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

喪
失
―

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
会

社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
た
時
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
で
す
3

号
=
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養

と
な
っ
た
方
は
、
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す

間
先
―
適
用
係

年
金
教
育
ロ
ー
ン
(得
)情
報

教
育
資
金
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
の
運
用
と
し
て
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
校
・

大
学
等
の
入
学
奩
等
に
関
わ
る
貸
付
業

臍
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
―
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
1
0

年
以
上
で

、
過
去
2
年
間
す
べ
て
の

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
の
家
族
が
、

高
校
・
大
学
・
専
修
学
校
・
予
備
校
・

各
種
学
校
に
入
学
、
ま
た
は
在
学
中
の

方
(
た
だ
し
、
年
収
千
2
1
0万円
以
内
)

使
途
=
入
学
準
備
費
用
、
授
業
料
、

下
宿
代
、
受
験
料
、
在
学
中
の
一
民
年

金
保
険
料
限
度
額
I
S
民
年
龠
肪

万
円
、厚
生
年
金
は
囘
万
円
賃
付
利
　
　

―
率
=
年
利
2
・
一
…
'
%
に
さ
が
り
ま
し
た

(
5
月
1
2
日
現
在
)
返
済
期
間
1
8

年
以
内
申
先
―
臠
社
会
保
険
福
祉
協

会
?
3
5
9
5
)
1
5
5
1

問
先
―
推
進
係

福

祉

個人事業主の方ヘ

第2 回足立区

生業資金

対
象
上

般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で

、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
歹
ぺ
て

の
条
件
夲
纜
た
す
方
・・・
区
内
に
1

年
以

上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/

住
民
税
を
濳
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る
貸
付
額
I
F
世
帯
1
5
0
万
円
以
内
　

(
予
定
利
率
0
-
9
%
、
据
置
期
間
中
は
無

利
子
)
返
済
方
法
1
6
ヵ
月
据
え
置

き
後
、
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込
―

申
込
一
を
窓
口
に
持
参
※
用
紙
は
区

民
事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は

除
く
)
、
福
祉
事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
零
y
。用
紙

交
付
は
6
月
3
0
日
か
ら
受
付
期
間
=

7
月
7
日
～
1
8
日
※
次
回
の
賃
し
付

け
(
9

年
度
第
1
回
)

は

、1
0
月
中
旬

に
受
け
付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
応
急
小
口
資
金
、
高
額
療
養
資

金
等
の
各
種
賃
付
は

、
常
時
受
け
付
け

て
い
欒
す
。

申
・
問
先
=

貸
付
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、ひ
こ
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。次
の
保
育
圃
で
は
、経
験
豊
か
な

保
母
が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぷ
7
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
y
。

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
=
▽
輿
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
1
2
3
)…
毎

週
月
・
木
曜
日

霖
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(

新
田
2
-
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・
金
曜
日

?
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(

東
和
5
-
5
-
2
3
)

・・・

毎
週
水
・
土
曜
日

`
‘
(
3
6
2
9
)
8
4
0
0

時
間―
い
ず
れ
も
午
前
9
時～
午
後
5

時

間
先
―
保
育
振
興
係

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

乳
幼
児
医
療
証
を
交
付
し
ま
す

乳
幼
遏
医
療
証
は
、
3
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
が
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
、
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

医
療
証
の
交
付
=

印
鑑
(
シ
ャ
チ
(
夕
印
は
不
可
)
/
儺

康
保
険
証
(
生
奔
れ
た
ぱ
か
り
で
、健
康

保
険
証
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

時
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
)
を
持
参

申
・
問
先
―
児
童
医
療
係

自転車放置禁止区域案内
大師前駅周辺

引 き取 りには

撤去料2 千円がかかります

環
塊
に
や
さ
し
い
自
転
車
も
放
置
す

れ
ば
、
街
の
「
公
害
」
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む

ね
刈
m
以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
城
内
の

放
置
自
転
申
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
保
管
し
ま
す
。
自
転
車
を
引
き

取
る
と
き
は
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。
撤
去
後
x
ヵ
月
を

過
ぎ
'
9と
処
分
し
ま
す
の
で
'
m

意

く
だ
さ
い
。
最
近
、
盗
難
自
転
車
の
乗

り
捨
て
が
増
凡
て
い
求
す
。
自
転
車
は

必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
住
所
と
名
前
を

記
入
し
、
カ
ギ
は
二
重
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

□
区
営
・
無
料
自
転
車
駐
車
場

西
新
井
六
丁
目
自
転
車
駐
車
場
…
西
新
#
6
1
7
-
8

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
大
師
前
・
:
西

新
#
1
-
1
6
1
1

a
(
3
8
5
4
)
4
1
5
3
(

午
後
5

時
ま
で
)

酋
(
3
8
9
2
)
4
0
8
0
(

夜
間
)

□
放一
自
転
車
移
送
先

竹
の
褫
移
送
所
・
:東
伊
興
町
3
6番
地
先

(竹
の
獵
清
掃
工
場
沿
い
の
東
武
線
高

架
下
)

問
先
―
自
転
車
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

大師前駅周辺自転車放置禁止区域も
し
も
の
と
き
に
お
役
に
立
ち
ま
す

交

通

災

害

共

済

～
郵
便
局
で
も
加
入
で
き
ま
す
～

交
通
災
書
共
済
と
は
、
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
給
す
る

事
業
と
し
て
、
昭
和
4
3
年
か
ら
東
京
2
3

区
役
所
が
共
同
で
運
営
し
て
い
李
y
。

皆
さ
ん
が
通
勤
・
通
学
で
利
用
し
て

い
る
電
車
や
バ
ス
、
自
転
車
・
自
動
車

・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
身
近
な
も
の
か

ら
、
船
舶
・
航
空
機
な
ど
の
交
通
に
よ

る
人
身
事
故
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま

す
。2

3区
内
に
住
所
が
あ
る
方
な
ら
年
齢

に
関
係
な
く
加
入
で
糞
汞
す
。
手
続
き

は
簡
単
。2
3区
内
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
区
役
所
(
交
通
災
害
共
済
窓
口
)

に
あ
る
加
入
申
込
S
に
掛
金
を
添
え
て

申
し
込
む
だ
g
l
(
1
0

人
以
上
の
団

体
は
直
接
共
済
窓
口
へ
)
。

掛
金
は
年
額
沺
円
・
千
円
・
2
千
円

の
3
種
類
(
い
ず
れ
も
一
括
払
い
)
。見

舞
金
は
掛
金
2

千
円
の
場
合

、
死
亡
時

で
网
万
円

。
さ
ら
に
交
通
遺
児
に
は
5
0

万
円
(

子
供
L

人
に
つ
き
)

が
支
給
さ

れ
ま
す
。

少
な
い
掛
金
で
大
忝
な
保
証
が
受
け

ら
れ
る
交
通
災
害
共
済
へ
、
ヽ
皴

族
や

職
場
・
地
域
で
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す

。

間
先
=

交
通
災
害
共
済

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
と
、t
…
'
歳
以

上
の
区
民
の
方
が
、
不
幸
に
も
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、
交
通
災
害
共

済
加
入
・
米
加
入
に
か
か
わ
ら
ず

、
区

か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
先
―
交
通
安
全
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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国

保

保
険
証

の
再

交
付

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
、
汚
損
し

た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま
す
。
印
鑑
を

お
持
ち
の
冫
气

窓
口
で
再
交
付
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証

は
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、

す
ぐ
に
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
場
合

は
、
官
公
署
発
行
の
住
所
、
氏
名
が
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
添
付
で
特
殊
加
工
さ
れ
て
い
る
も

の
)
を
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
本
人
確

認
の
う
凡
、窓
口
で
お
胯
し
し
李
歹
(同

一
世
帯
の
方
の
申
請
も
可
)
。な
お
、保

険
証
が
郵
送
に
な
る
場
合
で
、
至
急
、

診
療
を
受
け
た
い
と
き
は
「
資
格
取
得

証
明
S
」
を
発
行
し
ま
す
。
医
凍
機
関

に
提
出
す
'
9と
足
立
区
医
師
会
、
薗
科

医
師
会
お
よ
び
柔
道
接
骨
師
会
の
協
力

に
よ
り
、
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
奪
歹
。
こ
の
証
明
書
は
、
加
入
者

ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
が
保
険
料
の
領

収
書
な
ど
を
持
参
の
う
又
、
申
請
を
し

た
場
合
に
限
り
発
行
し
ま
す
。

申
先

―
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
課

問
先
―
資
格
賦
課
係

高

額

療

養

費
の

支
給

高
額
療
養
費
と
は
。
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
治
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(
自
己

負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
金
額
が
国
保
か
ら
戻

る
制
度
で
す
。
自
己
負
担
限
度
額
=

6
万
3
千
齒
円
(
住
民
税
非
課
税
世
帯

3
万
5
千
4
0
0
円
)
※
高
額
療
養
費
に

該
当
し
た
世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
2
～

3
ヵ
月
後
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
国
保
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送
で
も

可
)
。

申
・
問
先
―
保
険
給
付
係

お

知

ら

せ

重
度
障
害
者
宿
泊
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

宿
泊
行
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ

と
と
`
審
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
日
時

1
7
月
一
川
日
～
1
8
E
(
1
泊
2
日
)

場
所
―
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル

対
象
-
1
8歳
以
上
の
健
康
な
男

女

内
容
―
重
度
障
害
者
介
助
補
助

定
員
―
若
干
名

東
宿
泊
費
・
食
費
は

無
料
、
障
害
保
険
付
き
、
謝
礼
有
り

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
S
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

上
総
湊
健
康
学
園
の

入
園
児
童
追
加
募
集

区
立
上
総
奏
健
康
学
園
(
千
葉
県
富

津
市
)
は
、
ぜ
ん
息
・
虚
弱
な
ど
の
児

童
を
対
象
に
。
健
康
増
進
を
は
か
n
な

が
ら
勉
強
の
で
き
る
全
寮
制
の
学
校
で

す
。寮
で
は
保
母
が
日
常
の
世
話
を
し
、

看
霞
婦
も
常
駐
し
て
い
李
歹
。9
年
度

の
入
園
児
童
を
追
加
募
集
し
て
い
ま

す
。

対
象
―
小
学
校
3
年
生
か
ち
1

年
生
で
、
ぜ
ん
息
・
肥
満
・
偏
食
・
虚

弱
等
の
児
童

費
用
1
月
額
約
2
万
円

(食
事
代
・
教
材
費
等
)

※
家
庭
の

事
情
に
よ
り
珮
額
・
免
除
の
制
度
が
あ

り
ま
す

申
先
―
現
在
通
学
し
て
い
る

学
校
の
担
任
、
養
護
の
先
生

期
限
―

随
時

間
先
1
保
健
給
食
係

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業

新
田
地
区
の
新
し
い
街
づ
く
り

区
で
は
、こ
れ
ま
で
、
国
や
東
京
都

な
ど
と
、
新
田
地
区
の
開
発
・
整
偉
に

つ
い
て
、
協
議
・
調
整
を
続
け
て
き
ま

し
た
。こ
の
た
び
、
住
宅
市
街
地
総
合

整
備
事
業
の
整
備
計
画
が
建
設
大
臣
の

承
認
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

新
田
地
区
の
街
づ
く
り
が
可
能
と
な

り
、2
1世
紀
に
向
け
た
魅
力
と
活
力
に

禹
ち
た
足
立
区
の
拠
点
づ
く
ひ
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。な
お
、次
に
よ
り
6
月

2
5
R
か
ら
整
備
計
画
を
縦
覧
」稾
す
。

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
場
・

問
先
―
都
市
整
備
課

就

学

相

談

教
育
研
究
所
で
は
、来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、専
門
の
相
談
獗
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。日
時
見
毋
週
月
曜
日
卜
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午

後
i
a時

※
ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
教
育

研
究
所
就
学
相
談
担
当

a
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

貸
し
出
し
中

ビ
デ
オ
広
報

〝ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
〟

「
家
庭
で
で
き
る
O
1
5
7予
防
」完
成

映
像
で
ま
ち
の
話
題
や
出
来
事

を
紹
介
し
て
い
る
ル
ッ
ク
イ
ン
あ

だ
ち
。
今
回
は
、0
1
5
7の予
防
に

つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
賃
出
場
所
―

区
政
情
報
室
、各
図
S
館

問
先

―
広
報
課
映
像
框
当

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

第
4
7回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
岑
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
法
務
省
の
呼
び
か
け

に
よ
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

区
で
は
、
区
長
を
委
員
長
と

し
て
、
保
護
司
会
夲
ほ
じ
め
と

す
る
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

実
施
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。本
年
は
、「
地
域
住
民
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
、
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

更
生
を
支
え
る
」
を
新
た
に
重
点
目
標

と
し
て
掲
げ
、7
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
、
区
内
各
地
域
で
ミ
ニ
集
会
や
講
演

会
な
ど
さ
ま
ざ
奥
沢
報
活
動
を
展
閧

し
て
い
き
ま
す
。

□
了
月
1
日
出
に
駅
頭
広
報
活
助

当
日
は
、午
前
a
時
か
ら
、北
千
住
、

綾
瀬
、
西
新
井
、
竹
ノ
筱
の
各
駅
頭
で

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
応
急
バ
ン
を
配
付
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
李
歹
。

□
B
B
s
運
助
と
は

非
行
に
陥
り
、
あ
る
い
は
そ
の
お
そ

れ
の
あ
る
少
年
り
ぶ
い
友
達
に
な
り
、

兄
や
姉
の
立
場
に
立
っ
て
立
ち
直

り
を
援
助
す
る
「
と
も
だ
ち
活
動
」

や
、
保
護
観
察
所
が
主
催
す
る
保

護
観
察
中
の
少
年
を
対
象
と
し
た

社
会
参
加
活
動
に
一
緒
に
参
加
す

る
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
青
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。B
B
S
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

共
に
活
動
し
た
い
と
い
う
熱
意
の

あ
る
青
年
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

問
先
―
民
生
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ふ
れ
あ
い
と
対
話
か
築
く
明
る
い
社
会

纂4Z羃
“ 社会を明るくする遭『

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
阪
神
大
農
災
仮
設
の
歌
姫
「お
I
ま

き
ち
ま
き
コ
ン
サ
ー
ト
」7
月
5
日

出
、午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
※
集
合

は
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
東
武
線
・
千
代

田
線
鉄
橋
あ
た
り
)
、午
後
1
時
3
0分
/

労
音
東
部
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
村
上

酋
(
3
8
7
0
)
8
7
6
1

☆
あ
け
ぼ
の
ま
つ
り
7
月
6
日
剛
、

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
バ
ザ
ー
、模

褫
店
な
ど
/
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
S
(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

☆
第
2
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

7
月
1
0
・
3
1
日
、8
月
1
4
・
`
一
日
、9

月
1
1
・
2
5
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時

3
0分
/
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
/
1
6

歳
以
上
、
初
心
者
歓
迎
/
5
0
0円(
全
回

分
)
/
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

長
谷
部

a
(
3
8
8
1
)
9
0
6
1
n

☆
第
1
2回
小
出
町
1
足
立
区
交
流
登
山
7

月
2
6日
1
2
7日
/
日
光
男
体
山
/
便

せ
ん
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
!

一一
番
号
を
明
記
の
う
凡
、
8
0円
切
手

を
貼
っ
た
潺
信
用
封
筒
を
同
封
(
7
月
1
5

日
必
着
)
/
足
立
区
山
岳
連
盟

荒

川

魯
(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

☆
第
8
回
足
立
区
家
庭
婦
人
オ
ー
プ
ン

ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
7

月
2
6汨
虫

午
前
9
時
1
5分
受
付
締
切
/
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
ダ
ブ
ル
ス
戦
、A
・
B

・
c
ラ
ン
ク
別
/
―
組
千
瞋
円
/
A

・
B
・
c
ラ
ン
ク
(
自
己
申
告
)
別
、

選
手
名
、
所
属
を
明
記
し
、
参
加
費
を

同
封
の
う
凡
郵
送
(
7
月
7
日
必
着
)

足
立
区
卓
球
連
盟

櫻
田

〒
1
2
0中川
4
-
1
4
-
1

酋
(
3
6
0
5
)
4
9
0
8

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

7
月
6
日
沺
、
午
前
一
…
一
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
7

月
1
3日
/

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
マ
ス
ト
商
店
街
/

出

店
料
無
料

※
保
証
金
2

千
円

「
後
で

返
金
」
ま

す
)
/

電
話
(

先
着
順

、6

月
3
0
日
ま
で
)
/
4
0

区
画
予
定
(
2
m
x
2
m
)
/

鈴
木

酋
(
3
8
9
6
)
3
6
3
7

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
7

月
W

勧

、
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

柬
雨
天
の
場
合
中
止
/

元
渕
江
公
園
/

出
店
料
千
円
/

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
電
話
番
号
を
明
記
(
7

月
5

日
必
着
)
/

足
立
区
民
の
会
事
務
局

〒
里
(

月
2
-
3
5
-
5

a
(
3
8
6
0
)
0
7
0
8

=
募
集
=

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(
棋
興
会
)

毎
週

土
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
I
9
時
/
興

本
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
沺
円
(
女
性

・
高
校
生
以
下
川
円
)
/
千
ケ
崎

酋
(
3
8
4
9
)
0
1
5
4

☆
な
ぎ
な
た
毎
週
日
曜
日
、午
後
2

時
～
t
時
※
時
間
は
会
場
に
よ
り
前

後
し
廖
歹
/
千
寿
小
学
校
ほ
か
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
2
千
円
(
子
供
半
額
)
/

内
田

酋
(
3
8
8
6
)
3
9
8
9

☆
水
彩
圃
(
彩
樊
会
)

毎
週
水
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
奥
本
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
月
額
1
千
円
/
古
谷

酋
(
3
8
4
0
)
0
9
9
6

☆
エ
ア
囗
ビ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
(
ス
ワ
ン

ク
ラ
ブ
)
毎
週
金
曜
日
、午
後
7
時

4
0
分
～
9
時
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
3
千
円
/
杉
田

酋
(
3
8
9
7
)
5
9
9
つ
`

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

霖
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
役
所

来
庁
用

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
送
迎
車
を
運
行
し
て
い
ま
す

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
、
傷

病
者
、
妊
婦
等
と
そ
の
介
護
者
を
対
象

に
区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五

反
野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
か

ら
、
無
料
の
送
迎
車
(
車
い
す
冫
台
と

一
般
席
了
人
ま
で
乗
車
で
煮
薫
す
)
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
・

日
・
休
日
等
糞
除
く
毎
日
で
、
運
行
時

刻
は
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

問
先

―
庁
舎
管
理
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

送
迎
車
時
刻
表
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第
1
9回
足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
4
日
開
催

今
年
は
ト
ー
ン
と
9
千
5
0
0発の
花
火

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
=
7
川
2
1日
气

午
後
7
時
1
5分

百
匚
開
始
7
時
3
0ヤ

※
荒
だ
の
場

二
‥は
2
5囗
に
順
延

場
所
=
眤
川
刈
川

敷
・丱
ぼ
新
儒
1
西
新
井
橋
問
)

□
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
で

き
ま
せ
ん

町
圧
、
ワ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る

沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
粢
卜
。の
転
落

罫
故
が
鳬
生
し
ま
し
た
。
幤
察
の
指
導

も
あ
り
、
会
場
指
定
区
域
内
で
の
プレ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
愆
簽
卍
し
ま

す□
屋
形
船
の
観
覧
は
届
出
か
必
要
で
す
}

形
舳
の
舳
卜
ま
た
は
関
係
占
の
卜

は
、
あ
ら
か
じ
め
所
定
の
申
し
必
み
川

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

期
限
G

月
3
0囗

申
・
問
先
卜
星
に
区
糾

七
腿
へ
ヤ

曜
刈
振
興
厭
内

`
‘
・
3
8
8
0
5
1
1
1
禺

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

「
夏
休
み
陶
芸
教
室
」

日
時
等
八
1
の
通
り
・
定
員
-
『

乙
コ
ー
ス
川
人
・
抽
専
　
費
用

a
川
円
帖
卜
代
・
　
申
込
=
哇

曵
(
ガ
キ
に
仕
所
・
氏
幺
‥
・
電
話

市
9
-
・
蹈
望
す
る
コ
ー
ス
を
閲
記

し
て
、
荐
・
加
を
希
望
す
る
セ
ン
タ

ー
に
武
誅
一
期
限
7
川
I
凵
消

印
自
切
申
・
問
先
‥
柬
部
障
町

柚
阻
硲
二
‥
セ
ン
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〒
1
2
1
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巾
2
-
6
-
1
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昔
5
6
8
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部
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〒
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3
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3
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表1　 陶芸教室日程

・ヨ・い ずれのコー スも3 日 悶続りC 芻湎し,て下さい。

生
涯
学
習
館
(放
送
大
学
東
京
第
三
学
習

セ
ン
タ
ー
併
設
)
の
臨
時
休
館
と

一
般
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

□
臨
時
休
館

下
記
の
期
間
は
、
館
内
殺
虫
消
山
作

竃
の
た
め
、
休
川
い
た
し
ま
す
。

休
館
日
-
-
7
月
6
日
日
別
飽
、
7
日
日

収
顛

□
一
般
利
用
中
止

次
の
刈
聞
は
放
沃
天
学
単
位
認
定
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験
叫
間
の
た
め
、
庶
設
い
し
出
し
お
よ
ひ

図
濳
室
等
の
。
般
利
田
を
巾
よ
い
た
し

ま
I
。
中
止
期
間
と
‘
冂
回
目～
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3
1

口

※
7
月
卵一
日
の
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先
=
上
旺
学
名
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昔
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J
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-
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郷
土
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館
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館
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ら
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館
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股
中
消
両
作
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た
め
、
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穴
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館
口
言
月
3
0
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七
の
ほ
か
、
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日
-
-
、
が
・
臨
時
休
館
と
な
9
重
馬

問
先
=牝
L好
物
川

{‥一
一
3
6
2
0一
9
3
9
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情 報 コ ー ナ ー
世 帯と 人 口( 9 年6 月1 日 現 在)
世　　 帯　　　266, 801
人　　 口　　　635, 907 人

男　　　　　　322, 251 人
女　　　　　　313, 656 人

参加者募集　青年センター実施イベント・講座

□ 青年ボラ ンテ ィア・ワークキ ャ
ンプ参加者募集
群馬県榛名町の老人ホームで、
l i 狸間の宿?自ボランテfア体験を
実施しますお年寄りや新しい陣
悶との出余い、老人ホームで鵑く
たくさんの人達との出会いを通し
て、自分を兒つめ社会を七えますI ,
日程　8　n　18日～23日　場所一群
馬県榁Fl l l l j・「新、生会」の 名人ホ ー

ム　対象- =高校生以上の{ } 代・20
代」の占年　定員- 23 人　費用0, 00{ }

円　 期限- 7 月1( |日
□ 青年講座「アイヌ民族の謗り～
アイヌ新法の新しい風～」

日時・内容　r l 17月1囗( 金) i アイ
ヌ文化とアイヌ女件・ムックリを
鴫らそう` ; 」: 2) 7J I 】日I忿凵ア
イヌ交化と歴I忿・社会を考えるj
一了7月18凵・忿) rアイヌ又化振洲
法案」ぷ7月25F卜金) F失われ
ていく自然i 　※ いずれも日々問は
午f髪6r埓30分～8廿々30分　対象二=
高 校生以十の 巧　講師一関東ウタ
リ会会員　定員- 50 人　費用一無
料, 敦 材呰ム ックリ 偐こ50( )円 のみ実
費J

いずれも 一
申・問先一青年センター
昔389( )一〇( ) 61

あだち区民環境フェア97
明日をになう子どもた

ちに、仏たちはどんな環
境を引き河すことができ
るでしょう。そのために
は、いま私たちは何をど
う考え、どう行動したら
よいのでしょうか、環境
フェアで冷えをさがして
みませんか。　日時- 6
月28凵吋づ・29日( 日八午
前10時～T後4時　場所
- ギャラ クシティ　テー
マーi やさしさ　行動
そし て 心来へ) 問先 一
環境課　03880- 5111 ㈹

イベント 一覧

お楽しみください　7月 の区内各種展示
こども科 学 館イベントホ ール

卜・211・2 ・26・27日・・・皀休み自由
研究( 相談・実 演)

西新井区民 ギャラリー

( ) 2～7H…あだちシルバー害展
( ) H～13H・・・竹水書道作品展[・

18～23H・‥ 四季展( 油絵・水彩・
日本圃ほか) 　[ >24日～2S日…雛
華潛。心展　 ※ 初日と最終L は搬入
出作業のため展示時 間は未定。肖
口お問い 合わせください。

プチテラス・野外ギャラリー

□ 千住宿歴史プ チテラ ス( 千隆刈
原町21　- 11) [ >5 ・6 ・12・13・19

・20・26・27日… や っち ゃばの 風

1谷!衂

□ 畜攪溂|野タトギャラリー( 糸麦瀬3　-

1) rフl =・1～】5囗…油塞会展

□ 4千佳壁画の逎ギャラリーcや件

羝1111T42) 【… … l ～15凵…書道ほか

入場無料・展示を 希望 する方
は、お問い合わせください。
問先- E> こども科学館イベントS5242

―8161

【>西新井区民ギ ャラリー( 西新
井駅東ロ サティ4 階、火曜日休
館) ・‥ 西新井区民ギ ャラリー
S3852 ―3251
冫プチ テラ ス・野外ギ ャラリ ー
… まちづくり公社
昔3880- 5700( 直通)

学びたい!
それが入学資格です 【放送大学10月入学生募集! 】

放込大学は、18歳以11ならどなた
でも入学試験なしに人学でき。人生
のどんな時 期にでも、どこに 住ん
でいても 学べる正規の大学です、

授業はテレビ ・UHF 】6チャンネ
ルj 　・ラジオ ・' 　FM771MH　Z　>
で放送され、自宅で大学の学 習を

進めるこ とができます。今から 人
学を卒業したい、新し い教養を翦l
につけ てJ 、生の視野を広げたい、

仁亊 に貶 立つ 専門 知識 を深 めた
い、そんな 気持ちを持つ多くの 万
々の人学をお 待ちし ています。
□ 目的にあわせて選ぺる3 つのコ
ース

=l 　・・科目糾修牛・・・期間=- |学期|祠
( 6ヵ月で・
2J j 巽科履修?を…其月間- ) f f 間　: j ・
全科履修生・大学卒業を目指すj
…期間=1年以上授業開始=10川
卜・1　出願受付期間一卩斗5日～
8 月15日　※ 募集要1頁は7 月1 口
より 配布、要項は、1べ内公社各施設
にも置いてあり ます　問先= 放送
人学東京第三学列センター 【生涯

学習館内】 〒121叨 綾瀬1- 517

登3605- 2661

あ だ ち ま つ り

A- Fest a ' 97
私 がいる街

その瞬 間 を大切に!

10 月11日( 土)12日( 日)
□ 会掘□ 荒川河川敷虹の広瓢・北干俘鈬襾冂 ろば

協賛企業募集中 問先= 足立区区民まつり委員会I
事務局( 地域振興課育成係)
03880 ―5111　(代)

野菜と花の展示・低廉販売
j

日時- 7 月5 凵{ 士J 、場所 一|ぺ役i

所1 階アト リウム　内容一区内艇j
家が栽培した野菜、花等の農産物l

を展 示・低廉販売し ます。　　　1
主 催　足立農業協同 組劭・足立区“
問先 一農産係　　　　　　　　　1

昔3880　- 5111( 10　　　　　　　　1

第13回　老人館交歓会
1 日時- 7 月5 凵1 士丿　場所- キ

ャラクシティ　内容一区内老人齠
利用者による踊り 、民 謡、大正琴、
コ ーラス、コント など 活動発表と

交流　定員- 】(剿人　費用一無 料
申込一観覧希望の 方は、当日直接
会場へ　問先=こf刊べ推進　　　　103880

―511100

ちびっ子野菜収穫オリエンテーリング
日時- 7 月26 凵( 二1二)、午前9 畤30
分( 雨天決行) 集合場所= 栗原
北小学校　対象一区内 在住の小学
生とその観55組( 抽選) 内容==
親子でクイズをしな がら農家の畑
を回り、野菜〔ジ ャガイモ、ナス、
アサ ツキ。つまものなど〕を収穫
しま す　 ※ 弁 当、 水筒 、軍 手。
レ ジ ャーシ ートを ご持 参く ださ
い　費用==。1人囿円　申込一往復

ハガキに庄所、親子の氏 名・年齢、
電話番号、Fちびつf 野菜収穫オリ
エンテーリング希望j と明記( 返

信用にも庄所、氏 名を 記人してく
ださい) 期限　7 月4 日必着
主催一足皀区 農業生産者クラブ
申・ 問先 一農産係　〒120　 中 央
右町1　- 17 一I
Q3880 ―5111㈹
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